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研究概要
膵がんの５年生存率は未だ 10% 未満であり、治療することが極めて難しい。膵がんを根治する唯一の方法は、膵がんを

早期発見し、外科的切除することである。しかし早期膵がんを高感度に検出できる診断薬が存在しなかった。本研究グルー

プは膵がんに発現する糖鎖に着目し、その網羅解析を行った。その結果、膵がんに高発現する新しい糖鎖エピトープ（H タ

イプ 3）と、特異的に結合する rBC2LCN レクチンを発見した。さらに rBC2LCN 陽性糖タンパク質が膵がんから血液中に

分泌されていることを見出した。LC-MS/MS 解析とレクチン沈降 / ウエスタンブロット解析により、rBC2LCN 陽性糖タンパ

ク質を明らかにし、rBC2LCN- 抗糖タンパク質抗体サンドイッチアッセイを構築したところ、健常者、慢性膵炎、大腸がんと

比べ、膵がんに高い反応性を示すことがわかった。開発した rBC2LCN- 抗糖タンパク質抗体サンドイッチアッセイの膵がん

識別能は既存の膵がんマーカーCA19-9と同等であった。興味深いことに、rBC2LCN- 抗体サンドイッチアッセイの早期ステー

ジ膵がんの識別能は、CA19-9と比べ格段に優れていることがわかった。本研究では、rBC2LCN- 抗糖タンパク質抗体サン

ドイッチアッセイを膵がんの体外診断医薬品として実用化することを目標とする。
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